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北海道エアポート株式会社

旅客取扱施設利用料等の改定・導入について

北海道内7空港を運営する北海道エアポート株式会社は、今般一部の運営空港の旅客ターミナルビル
(新千歳空港国際線ターミナルビル、函館空港国内線・国際線旅客ターミナルビル、旭川空港国内線・
国際線旅客ターミナルビル)における旅客取扱施設利用料(PSFC)の改定/設定を空港管理者(国土交通省
/旭川市)に申請し、認可されましたので、 2026年6月1日(月)より以下の料金を設定致します。
また併せて、新千歳空港国際線ターミナルビルにおいては同日より新たに旅客保安サービス料(PSSC)
を導入致します。

旅客取扱施設利用料は、旅客ターミナルビルを安全かつ快適にご利用いただくための施設や設備の
維持管理 ・改修等に充てられます。これまでも新千歳空港国際線ターミナルビルにおいては自動
チェックイン機の導入・運用改善やトイレ環境の整備等、函館空港においては旅客搭乗橋の更新や   
動線最適化のための内部改修等、旭川空港においては搭乗待合室の拡張やバリアフリー対策等、お客様
の利便性・安全性向上のための取組を行って参りました。
また、旅客保安サービス料は保安サービスの提供・品質向上、保安施設の整備・維持管理や設備の

高度化等に充てられます。

当社といたしましては、従来同様に航空機の安全な運航に寄与し、利用されるお客様が安心・安全・
快適に施設を利用できる環境を提供するべく、空港施設・設備の適正な維持運営を行い、今後も各種
施設展開により、さらなる利便・サービス向上を追求する運営を行って参ります。

区 分 対象旅客
料 金

大人 小人

新千歳空港 国際線
旅客取扱施設利用料 (PSFC) 出発 3,000円 1,500円

旅客保安サービス料 (PSSC) 出発 650円 650円

※１ 大人は満12歳以上、小人は、国内線は満3歳以上12歳未満、国際線は満2歳以上12歳未満となります。

小人未満のお客様からは料金をいただきませんが、小人未満でも座席(航空券)を使用する場合には小人料金を適用します。

また、満12歳未満でも大人航空券を利用する場合は大人料金を適用します。

※２ 新千歳空港国際線旅客ターミナルビルにおいては2026年5月31日まで既存の旅客取扱施設利用料(大人2,610円、小人1,300円)

を申し受けます。

２．料金の徴収方法

お客様が航空券を購入する際に、航空券に含ませて同時に徴収(オンチケット方式)させていた

だきます。

３．発券基準日

2026年6月1日(月)以降に発券された航空券を利用して搭乗するお客様を対象とし、それ以前

に発券された航空券を利用して搭乗するお客様には、現行料金を適用させていただきます。

＜本件に関するお問い合わせ＞

 総務・人事部 広報課   ０１２３－４６－２９９０（代表）

【旅客取扱施設利用料等の改定・導入の内容】

１ ．2026年6月1日(月)以降の旅客一人当たりの利用料の額(消費税込)

函館空港
国内線 旅客取扱施設利用料

（PSFC)

出発・到着 430円 210円

国際線 出発 1,200円 600円

旭川空港
国内線 旅客取扱施設利用料

(PSFC)

出発・到着 360円 180円

国際線 出発 2,000円 1,000円

区 分 対象旅客
料 金

大人 小人

新千歳空港 国際線
旅客取扱施設利用料 (PSFC) 出発 ３，０００ １，５００

旅客保安サービス料 (PSSC) 出発

函館空港
国内線 旅客取扱施設利用料

（PSFC)

出発・到着 ４３０ ２１０

国際線 出発

旭川空港
国内線 旅客取扱施設利用料

(PSFC)

出発・到着 ３６０ １８０

国際線 出発 ２，000
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